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その他 インバータの標高 1000m 以上の高地での使用について 全般 

 

 弊社インバータは標高 1000m 以下で使用していただくよう設計・製作を行なっており、性能・寿命などを

保証できるのは標高 1000m 以下です。 

標高 1000m 以上で使用する場合の注意点について以下に示します。 

 

（１）留意点 

標高 1000m 以上では 1000m 未満に比べ空気比重が小さくなります。汎用インバータでは空気により発熱部

品を冷却し、耐電圧を確保していますので、比重の小さな空気では、 

 ①熱伝導率の低下による放熱性の劣化 

②耐電圧の低下 

に留意する必要があります。 

 

（２）対応方法 

  ①放熱性の劣化 

放熱性は空気密度に比例し、空気密度は標高 100m 上昇につき約 1%低下するため、1500m を例に挙げます

と、1000m に比べ、95%の放熱効果となります。従って、インバータの発熱量を 95%に低減する必要がありま

す。発熱量は電流の二乗に比例するので、必要な電流低減率は√0.95≒0.97 となります。 

定格電流を製品仕様の 97%に低減して利用して下さい。 

 

②耐電圧低下 

JEM1460(配電盤･制御盤の定格及び試験)では標

高 1000m を超え 3000m 以下における耐電圧の低減

係数を右表のように定めています。 

(2500m 以上では空気の対流が少ないため、期待し

た効果が得られないことがあります)  

 

 

  例 標高 2500m では耐電圧の低減係数は 0.85 となります。 

    仮に標高 1000m 以下のインバータの主回路端子－アース間の耐電圧を 

1500V／1 分間とすると、標高 2500m では 

1500V × 0.85 ＝1275V となり、 

標高 2500m における耐電圧は 1275V／1 分間となります。 
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標高 耐電圧の係数 
1000m 1.00 
1500m 0.95 
2000m 0.90 
2500m 0.85 

 


